
令和7年度　年間授業計画

教　科：国語　　科　目：古典基礎　　単位数：2

対象学年：第2学年

教科（　国語　) の目標

科目（　古典基礎　) の目標

教科書：

補助教材：

標準古典探究（第一学習社）

基礎から学ぶ解析古典文法三訂版（桐原書店）、みるみる覚える古文単語３００（いいずな書店）使用教材

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生

涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解

を深めることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ

方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす

る。

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担

い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。



領域

話・聞 書 読

単元

単元

〇 〇 〇 2

単元

単元

〇 〇 〇 2

単元の具体的な指導目標 評価規準 知 配当時数態

令和7年度　年間授業計画　科目（　古典基礎　) 

思

8

説話一

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇

思考・判断・表現

知識・技能

中世の説話を読むために必要な背景知識や

既習の文法事項を身につけている。

中世の説話を読むことを通して、先人の感

じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。

中世の説話の読解を通して学んだことを、

さらに深め、自身の言語生活に生かそうと

している。

1

　

学

　

期

中世の説話の読解を通して学んだことを、さらに深め、自身

の言語生活に生かそうとする。

0

主体的に学習に取り組む態度

0

0

0

0 0

中世の説話を読むために必要な背景知識や既習の文法事項を

身につける。

中世の説話を読むことを通して、先人の感じ方、考え方との

関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた

り深めたりする。

知識及び技能 知識・技能

次の観点別評価規準に従い評価する。

学びに向かう力、人間性等

0

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

指導事項

0

教材

0

一人１台端末の活用場面

〇

主体的に学習に取り組む態度

漢文の故事・寓話を読むために必要な背景知識や既習の文法

事項を身につける。

漢文の故事・寓話を読むことを通して、先人の感じ方、考え

方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりする。

〇

〇

中世の随筆の読解を通して学んだことを、さらに深め、自身

の言語生活に生かそうとする。

徒然草、方丈記

一人１台端末の活用場面

語句調べ、小テスト、課題提出

6

知識及び技能 知識・技能

漢文の故事・寓話を読むために必要な背景

知識や既習の文法事項を身につけている。

思考力、判断力、表現力等

〇 〇

6

知識及び技能 知識・技能

中世の随筆を読むために必要な背景知識や

既習の文法事項を身につけている。

思考力、判断力、表現力等

中世の随筆の読解を通して学んだことを、

さらに深め、自身の言語生活に生かそうと

している。

随筆一 次の観点別評価規準に従い評価する。

中世の随筆を読むために必要な背景知識や既習の文法事項を

身につける。

中世の随筆を読むことを通して、先人の感じ方、考え方との

関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた

り深めたりする。

〇

漢文の故事・寓話の読解を通して学んだこ

とを、さらに深め、自身の言語生活に生か

そうとしている。

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

漢文読解の基礎、故事・寓話

教材

孟子、韓非子、歴代名画記、唐詩紀事、列子

〇 〇

思考・判断・表現

中世の随筆を読むことを通して、先人の感

じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

定期考査（期末考査）/返却と解説

〇

中世の随筆

教材

指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

古文読解の基礎、説話

教材

古本説話集、十訓抄、古今著聞集

一人１台端末の活用場面

語句調べ、小テスト、課題提出

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

一人１台端末の活用場面

語句調べ、小テスト、課題提出

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

定期考査（中間考査）/返却と解説

故事・寓話 次の観点別評価規準に従い評価する。

漢文の故事・寓話の読解を通して学んだことを、さらに深

め、自身の言語生活に生かそうとする。

思考・判断・表現

漢文の故事・寓話を読むことを通して、先

人の感じ方、考え方との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考えを広げた

り深めたりしている。

学びに向かう力、人間性等



領域

話・聞 書 読

単元

単元

〇 〇 〇 2

単元

単元

〇 〇 〇 2

思考力、判断力、表現力等

知 思単元の具体的な指導目標 評価規準

令和7年度　年間授業計画　科目（　古典基礎　)

配当時数

8

2

　

学

　

期

知識・技能

平安初期の物語を読むために必要な背景知識や既習の文法事

項を身につける。

思考・判断・表現

〇

〇 〇

語句調べ、小テスト、課題提出

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

漢詩

教材

唐詩

物語一

平安初期の物語を読むことを通して、先人の感じ方、考え方

との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりする。

平安初期の物語を読むことを通して、先人

の感じ方、考え方との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりしている。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

知識及び技能

〇

〇

次の観点別評価規準に従い評価する。

一人１台端末の活用場面

語句調べ、小テスト、課題提出

〇 〇

平安初期の物語を読むために必要な背景知

識や既習の文法事項を身につけている。

8

知識及び技能 知識・技能

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

漢詩の読解を通して学んだことを、さらに深め、自身の言語

生活に生かそうとする。

漢詩の読解を通して学んだことを、さらに

深め、自身の言語生活に生かそうとしてい

る。

漢詩を読むために必要な背景知識や既習の

文法事項を身につけている。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

漢詩を読むことを通して、先人の感じ方、考え方との関わり

の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め

たりする。

〇

平安初期の物語の読解を通して学んだことを、さらに深め、

自身の言語生活に生かそうとする。

平安初期の物語の読解を通して学んだこと

を、さらに深め、自身の言語生活に生かそ

うとしている。

次の観点別評価規準に従い評価する。

漢詩を読むことを通して、先人の感じ方、

考え方との関わりの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えを広げたり深めたり

している。

漢詩の鑑賞

漢詩を読むために必要な背景知識や既習の文法事項を身につ

ける。

教材

伊勢物語、竹取物語

一人１台端末の活用場面

漢文の不思議な世界を読むことを通して、先人の感じ方、考

え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え

を広げたり深めたりする。

日記 次の観点別評価規準に従い評価する。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

平安の仮名日記を読むことを通して、先人の感じ方、考え方

との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりする。

平安の仮名日記を読むことを通して、先人

の感じ方、考え方との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりしている。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

知識及び技能

〇

〇

知識・技能

平安の仮名日記を読むために必要な背景知識や既習の文法事

項を身につける。

仮名日記

教材

蜻蛉日記、紫式部日記、更級日記

一人１台端末の活用場面

語句調べ、小テスト、課題提出

捜神記、幽明録
7

〇 〇 7

知識・技能

平安の仮名日記の読解を通して学んだこと

を、さらに深め、自身の言語生活に生かそ

うとしている。

漢文の不思議な世界を読むために必要な背

景知識や既習の文法事項を身につけてい

る。

思考・判断・表現

〇

〇 〇
漢文の不思議な世界を読むことを通して、

先人の感じ方、考え方との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ

たり深めたりしている。

次の観点別評価規準に従い評価する。

〇

平安の仮名日記を読むために必要な背景知

識や既習の文法事項を身につけている。

漢文の不思議な世界の読解を通して学んだ

ことを、さらに深め、自身の言語生活に生

かそうとしている。

定期考査（期末考査）/返却と解説

態

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

漢文の不思議な世界の読解を通して学んだことを、さらに深

め、自身の言語生活に生かそうとする。

指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

平安初期の物語

一人１台端末の活用場面

語句調べ、小テスト、課題提出

定期考査（中間考査）/返却と解説

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

漢文の不思議な話

教材

知識及び技能

漢文の不思議な世界を読むために必要な背景知識や既習の文

法事項を身につける。

平安の仮名日記の読解を通して学んだことを、さらに深め、

自身の言語生活に生かそうとする。

不思議な世界

思考力、判断力、表現力等



領域

話・聞 書 読

単元

単元

〇 〇 〇 2

合計

70

〇

指導事項

平安の物語

教材

源氏物語、大鏡

一人１台端末の活用場面

語句調べ、小テスト、課題提出

〇

3

　

学

　

期

物語二

知識及び技能 知識・技能

平安の物語を読むために必要な背景知識や既習の文法事項を

身につける。

平安の物語を読むために必要な背景知識や

既習の文法事項を身につけている。

次の観点別評価規準に従い評価する。

〇

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

平安の物語の読解を通して学んだことを、さらに深め、自身

の言語生活に生かそうとする。

平安の物語の読解を通して学んだことを、

さらに深め、自身の言語生活に生かそうと

している。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

平安の物語を読むことを通して、先人の感じ方、考え方との

関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた

り深めたりする。

平安の物語を読むことを通して、先人の感

じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。

定期考査（期末考査）/返却と解説

0 0

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

0 0

次の観点別評価規準に従い評価する。指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

0

教材

0

一人１台端末の活用場面

0

令和7年度　年間授業計画　科目（　古典基礎　)

知識・技能知識及び技能

10

思 態 配当時数

〇

単元の具体的な指導目標 評価規準 知指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

00

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度


